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午

後

三
時

十
五
分



に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
を
過

ぎ
て
か
ら
、
今
迄






に
も
う
何

時
間






経

つ
た
と
思



ふ
ぞ
。

　
先

づ
検
疫
船








が
来

て
検
疫
医







が
乗

り
込

む
。
一
等



船
客






一
同



大
食
堂









に
呼

び
集



め
ら
れ
て
、
事
務
長







が
変



な
所





に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
船
客






の
名

を
読

み
上

げ
る
。
読

み
上

げ
ら
れ
た
者



は
、
一
人
々
々











検
疫
医







の
列



ん
だ
段
階
子







の

下


を
通



つ
て
上



へ
出

て
行

く
。
『
ミ
ス
ト
ル
・
ア
サ
ヤ
ー
マ
』
。
「
ヤ
」
で
調

子


を
上

げ
て
少



し
引

ツ
張

つ
て
「
マ
」
で
下

げ
る
。
成
程






山


の
や
う
に
聞



え
る
。

『
ミ
ス
ト
ル
・
ヘ
ー
ガ
』
。
日
本
人







の
給
仕





が
気

を
利



せ
て
『
芳

賀

さ
ん
』
と

読

み
直



す
。
『
ミ
ス
ト
ル
・
ホ
ー
ラ
イ
』
。
こ
れ
は
堀



だ
。
『
ミ
ス
ト
ル
・
ア

イ
カ
イ
』
。
之



は
猪
飼





だ
。
『
ミ
ス
ト
ル
・
キ
ャ
ツ
ダ
』
。
勝
田
君







が
出

で
行

く
。
『
彼
奴





だ
〳
〵
』
と
、
皆



く
す
〳
〵
笑



ふ
。
自
分





の
こ
と
を
笑



つ
た
の
か

と
、
左

な
き
だ
に
無
愛
想







な
顔



を
し
た
モ
ン
ゴ
リ
ア
号



の
事
務
長







は
、
益




む

づ

か
し
い
顔



を
す
る
。

　
検
疫






は
五
時

に
済

ん
だ
。
今
度





は
税

関







の
小
蒸
気







が
著

く
。
之



に
は
ク
ッ

ク
社



の
桑
港
支
社
長












ス
ト
ー
ク
ス
君



や
ら
、
朝
日
新
聞
社











桑
港
特
派
員











清
瀬
規









矩
雄
君









な
ど
が
便

乗







し
て
来

た
の
で
、
陸

上







の
模
様





明

日

の
見
物






の
次
第





な
ど
を
語



り
合

つ
て
、
大
方





賑


や
か
に
な
つ
て
来

た
。
税
関
附









の
官
吏






が
来

て
、
大
蔵
省









か
ら

桑
港
税
関
長














へ
宛

て
た
書
面






の
写





を
呉

れ
る
。
見

る
と
、

一
周
会
員









の
荷
物





は
東
京
駐
剳
大
使














の
照

会







が
あ
つ
た
の
で
、
一
々
検
査





を
加



ふ
る
に
及



ば
ぬ
と
の
内
訓






で
あ
る
。

　
其

の
中



新
聞
記
者









が
来

る
、
出
迎
人








が
来

る
。
汽
船
会
社










の
雇

人







が
来

る
。

甲
板






は
上
中
下








と
も
ぎ
ツ
し
り
人



で
埋



ま
つ
て
了



つ
た
。
陸



の
方



を
見

る
と
、

い
つ
し
か
我

が
船



は
港





目
近





に
進



ん
で
、
桑
港






の
町
々






は
つ
い
鼻



の
先



に
見

え

る
。
我
等





の
泊



る
べ
き
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
は
高



い
丘



の
上



に
突

ツ
立

つ

て
居

る
。
夫



か
ら
下



の
方



へ
か
け
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
街



の
坂
道






を
、
断
間





な
く
鋼
索
鉄
道








の
往
来






す
る
の
が
見

え
る
。
地
震





の
時



に
焼

け
た
の
が
彼
処





、

近
頃






建

て
か
け
た
市
庁






は
彼



と
、
甲
板






の
上



の
評

定








と
り
／
″
＼
頗







る
喧





し

い
。

　
六
時

が
七
時

に
な
つ
て
も
、
船



は
ひ
た
〳
〵
と
波

止

場

の
際



ま
で
押

し
寄

せ

て
居

な
が
ら
、
ま
だ
な
か
〳
〵
著

け
さ
う
に
な
い
。
其

の
う
ち
又



し
て
も
銅

鑼

が
鳴

る
。
孰



れ
も
渋
々






食

堂







に
下

り
て
、
例



に
依

つ
て
旨



く
も
何



と
も
な
い

晩
餐






の
卓
子






に
就

く
。
食
事






が
す
ん
で
又



甲
板






に
出

る
と
、
日

は
既



に
と﹅
ツ﹅
ぷ﹅

り﹅
と
暮

れ
て
、
や
ツ
と
の
こ
と
で
船



は
桟
橋






に
横



づ
け
に
な
つ
た
ら
し
い
。
時

計


を
見

る
と
早

や
九
時

。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
か
ら
此
処
迄









に
四
時
間





か
ゝ
つ

た
勘

定







に
な
る
。

　
桟
橋






に
出

て
見

る
と
、
が
ら
ん
と
し
た
大
桟
橋








の
上
屋





の
下



に
、
三
つ
四
つ

卓
子






を
列



べ
て
、
税

関







の
役
人






が
蝋
燭






の
光





で
手
荷
物









の
検
査





を
し
て
居

る
。

卓
子






の
側



が
僅





に
少



し
ば
か
り
明



る
い
だ
け
で
、
其

の
外



は
電
灯






一


つ
点

け
ず
、

真
黒
闇








の
ま
ゝ
で
何

処

を
何
方





に
行
つ
て
宜

い
か
さ
ツ
ぱ
り
分



ら
ぬ
。
此

処

で

さ
ん
／
″
＼
待



た
せ
ら
れ
て
、
彼
此






三
四
十
分



暗
黒






の
中



に
立

つ
た
後



、
漸





く

桟
橋






の
外



に
出

る
こ
と
が
出

来

た
。
持

ち
出

し
た
の
は
形



ば
か
り
の
小



さ
な
手

荷
物





で
、
大



き
な
ト
ラ
ン
ク
は
明

朝







取

り
に
来

い
と
の
こ
と
だ
。
人



を
馬

鹿

に
す
る
に
も
程



が
あ
る
と
、
皆



ぷ
ん
〳
〵
す
る
。

　
後



で
聞

け
ば
、
何



で
も
太
平
洋
汽
船
会
社
















と
税

関







だ
か
桟
橋
会
社











だ
か

と
の
間





に
、
前
々






か
ら
ひ
ど
い
確
執






が
あ
つ
て
、
之



が
為



に
船



の
著

く
の
も
遅



く
な
れ
ば
、
灯
光





一


つ
な
い
桟
橋






の
中



に
人



を
立

た
せ
る
に
も
至



つ
た
の
だ
と

い
ふ
。
喧
嘩






な
ら
喧
嘩






で
も
宜

い
が
、
其

の
尻



を
縁



も
ゆ
か
り
も
な
い
船
客






に

も
つ
て
来

る
と
は
ひ
ど
い
。
翌
日






の
新
聞






に
は
、
此

の
闇



の
中



に
摸

摸

が
何
人






と
や
ら
入

り
込

ん
で
、
何
々






の
品



が
盗



ま
れ
た
と
の
こ
と
を
挙

げ
て
、
盛





に
会



3



社




の
不
行
届








を
攻
撃






し
た
の
が
あ
つ
た
。

　
玄
関
番









の
書
生






に
不
作
法









な
取

扱








を
受

け
る
と
、
其

処

の
主
人
迄








が
い

や
に
な
る
。
著

米







早
々






の
此

の
始
末





は
、
少





か
ら
ず
僕
等





に
不
快






を
与



へ
た
。

（
四
月
三
日
）

　
　
　
＊
著
者
の
遺
志
に
よ
り
総
ル
ビ
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
（
編
集
部
）
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